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ニプロファーマ株式会社 
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対 象 期 間  ：  2 0 2 2 年 ０４ 月 ０１ 日  ～  2 0 2 3 年 ０３ 月 ３１ 日 



現在「環境問題」は、日本のみならず、世界で大きな問題として取り上げら 

れ、大気汚染や森林伐採などによる環境破壊や気候変動が生じており、様々 

な変化が生じています。それに伴った動植物や海産物の減少といった危機的 

な状況下にあります。弊社におきましても「環境問題」の取り組みは二酸化 

炭素排出量をはじめ、環境負荷の低減に向けた事業活動を行っております。 
 

ニプロファーマ志紀工場は、大阪府と奈良県の境になる大阪府柏原市という 

環境に恵まれた地域で医薬品製造をしております。農産物においても、ぶど 

うの名産地であり、素晴らしい環境下で医薬品を製造しています。 
 

今後も地域社会と密接に連携し、全従業員が環境問題への高い意識を持って 

積極的に環境保全活動に取り組む努力を続けて参ります。  
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環 境 経 営 方 針 
◆ 経営理念 
 

確かな品質と信頼の技術で健やかな未来を創造し続けます。 
 

◆ 工場理念 
 

ニプロファーマ株式会社 志紀工場は、地球環境保全の重要性を認識し、環境経営 

システムを構築・運用することにより、環境負荷の少ない事業活動を展開します。 
 

◆ 工場方針 
 

ニプロファーマ株式会社 志紀工場は、人々の健やかな暮らしに貢献する企業とし 

て、事業活動と地球環境の調和に向けて、行動指針を次のように定めます。 
 

⑴ 環境経営システムを構築し、全員で継続的改善に取り組みます。 

⑵ 環境保全活動で積み上げた経験を活かし、従業員の教育や育成に努めます。 

⑶ 事業活動に関連する最新の法規/条例/協定等の遵守に努めます。 

⑷ 環境経営を実現するため、次項目に取り組みます。 

  ① 地球温暖化対策として、省エネルギーを推進し、CO2排出量を削減します。 

  ② 循環型社会のため、省資源、リサイクルを推進し、廃棄物排出量を削減し 

    ます。 

  ③ 水資源を有効に活用するため、節水に努めます。 

  ④ 工場と分置倉庫間における製品等の移動に伴う輸送頻度を最適化し、環境 

    配慮に努めます。 

  ⑤ 環境活動推進のために、機械のメンテナンスや化学物質の適正管理に努め 

    ます。 

  ⑥ 有益な生産活動にするためにも、製造起因によるロットアウト削減に努め 

    ます。 

⑸ 環境経営レポートを作成し、公表します。 

ニプロファーマ株式会社 志紀工場 

工場長 矢口 早矢人 
 

     ２００９年０７月２１日（制定） 
２０２３年０７月０１日（改訂） 
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志紀工場 

組 織 の 概 要  ( １ / ２ ) 

ISO14001 取得 

EA21 取得 

鏡石工場 

大館工場 

*ニプロファーマ株式会社 *  

本 社 

鏡 石 工 場 

大 館 工 場 

伊 勢 工 場 

埼 玉 工 場 

  城 北 工 場 

  志 紀 工 場 

 
※２０２３年度で閉鎖予定 
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伊勢工場 

城北工場 

埼玉工場 



 1. 名称及び代表者名 

  ニプロファーマ株式会社 志紀工場 

   工場長  矢口 早矢人 

 2.  所在地 

  〒 582-0008 大阪府柏原市古町二丁目6番19号 

  ☎ 072-972-1431  📠 072-971-6902 

 3. 環境管理責任者及び担当者連絡先 

  環境管理責任者 ：  総務部        課長  増田  貴行 

  担当者     ：  総務部 EHS事務局        岩田  佳菜子 

 4. 事業内容 

   医療用・動物用医薬品の製造 

 5. 事業の規模 

   生産数量 ： 7,823,933 本      ※ 2022年度 実績 

   売上高    ： 86,021,558 千円   ※ 2022年度 実績 

   従業員数   ： 75 名（ 派遣社員含む ）        ※ 2023年03月末日 時点 

   延床面積   ： 2,161 ㎡ 

 6. 事業年度 

   2022 年 04 月 01 日  ～  2023 年 03 月 31 日 

 7. 登録組織名 

   ニプロファーマ株式会社 志紀工場 

志紀工場の魅力： 
注射剤を中心に、少量多品種生産を担う工場です。 
治験薬の製造や少量・低コストで生産を始めたいというニーズ 
に応えるとともに、万が一の災害発生時などのリスクに対し補
完できるようリスク分散の役割も担うことで、ＢＣＰ（事業継
続計画）にも対応しています。 
注射剤の中でもガラスアンプル、バイアル（液・粉末）の製造 
を小ロットから受託製造しており、治験薬やオーファンドラッ 
グ（希少疾病用医薬品）の製造も行っています。 
 

組 織 の 概 要  ( ２ / ２ ) 

▲アンプル    ▲バイアル  

■近鉄 
 

柏原南口駅より徒歩１分 
安堂駅より徒歩８分 
 

■ＪＲ 
 

柏原駅より徒歩１０分 
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志紀工場長 

環境管理責任者 

環境事務局 

生産管理部 

生産管理課 

倉庫管理課 

情報システム室 

総務部 

総務課 

ＥＨＳ事務局 

製造部 

第一製造課 

第二製造課 

製造管理課 

施設管理課 

鳳検査包装課 

生産技術部 

生産技術課 

品質管理部 

志紀品質管理課 

品質保証部 

志紀品質保証課 

ＰＱＳ推進部 

志紀ＧＭＰ監査課 

環境委員会 

 環 境 経 営 組 織 図 及 び 
 

       役 割 ・ 責 任 ・ 権 限 表 

 志紀工場長 ・環境経営に関する統括責任 

  ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備 

  ・環境管理責任者を任命 

  ・環境経営方針の策定・見直し 

  ・環境経営目標・環境経営計画書を承認 

  ・代表者による全体の評価と見直し、指示 

  ・環境経営レポートの承認 

 環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 

  ・環境関連法規等の取りまとめ表を承認 

  ・環境経営目標・環境経営計画書を確認 

  ・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

  ・環境経営レポートの確認 

 環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局 

  ・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

  ・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成 

  ・環境活動の実績集計 

  ・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理 

  ・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

  ・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付） 

 環境委員会 ・環境経営計画の審議 

  ・環境活動実績の確認・評価 

 部門長 ・自部門における環境経営方針の周知 

  ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

  ・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告 

  ・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施 

  ・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成 

  ・試行・訓練を実施、記録の作成 

  ・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

 全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性の自覚 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動への参加 
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作成日：２００９年０６月２６日 
 

改訂日：２０２３年１０月０１日 

※ ２０２３年１０月０１日 ～ ※ ２０２３年０４月０１日 ～ 

※ ２０２３年１０月０１日 ～ 



※1  電 力 の 二 酸 化 炭 素 排 出 係 数 は  0 . 4 1 8  kg-CO2/kWh  を 使 用 （ 関 西 電 力 の 2 0 1 7 年 度 調 整 後 排 出 係 数 よ り ） 
 

※2  都 市 ガ ス の 二 酸 化 炭 素 排 出 係 数 は  2 . 2 9 0 5  kg-CO2/㎥  を 使 用 （ 大 阪 ガ ス の 排 出 係 数 よ り ） 

環 境 経 営 目 標 及 び そ の 実 績  

※ 原 単 位 は【 実 数 量 ／ 生 産 数 量 】を 使 用 
 
 

※ 目 標 値 は ２ ０ ２ ２ 年 度 ４ 月 １ 日 時 点 で 設 定 し た も の 
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主 な 環 境 負 荷 の 実 績  

2 0 2 3 2 0 2 4

（ 目 標 ） （ 実 績 ） （ 目 標 ） （ 目 標 ）

kg-CO2 1,028,588 987,444 1,047,499 977,158 966,872

原単位 163.478 156.939 133.884 155.304 153.669

基準比 ( 2018年 ) 96.00% 81.90% 95.00% 94.00%

 kWh 2,136,444 2,050,986 2,122,107 2,029,622 2,008,257

原単位 339.554 325.972 271.233 322.576 319.181

基準比 ( 2018年 ) 96.00% 79.88% 95.00% 94.00%

㎥ 59,181 56,814 70,054 56,222 55,630

原単位 9.406 9.030 8.954 8.936 8.842

基準比 ( 2018年 ) 96.00% 95.19% 95.00% 94.00%

kg 12,813 12,557 18,084 12,429 12,300

原単位 2.036 1.996 2.311 1.975 1.955

基準比 ( 2018年 ) 98.00% 113.50% 97.00% 96.00%

kg 6,532 6,336 6,607 6,270 6,205

原単位 1.038 1.007 0.844 0.997 0.986

基準比 ( 2018年 ) 97.00% 81.34% 96.00% 95.00%

㎥ 10,302 10,096 12,388 9,993 9,890

原単位 1.637 1.605 1.583 1.588 1.572

基準比 ( 2018年 ) 98.00% 96.70% 97.00% 96.00%

基 準
2 0 2 2

評 価

 二酸化炭素排出量の削減 〇

 一般廃棄物量の削減 〇

 水使用量の削減 〇

 電力使用量の削減 〇

 都市ガス使用量の削減 〇

 産業廃棄物量の削減 ×

項 目 年 度

単   位 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 2 0 2 2

 二酸化炭素排出量  kg-CO2 1,028,588 1,040,512 1,064,834 1,071,299 1,047,499

 電力 ※1  kg-CO2 893,034 899,240 895,502 896,382 887,041

 都市ガス 
※2  kg-CO2 135,554 141,271 169,332 174,916 160,459

 廃棄物排出量 kg 19,345 20,090 27,728 26,984 24,691

 産業廃棄物 kg 12,813 12,889 19,479 17,968 18,084

 一般廃棄物 kg 6,532 7,201 8,249 9,017 6,607

㎥ 10,302 11,670 14,328 16,770 12,388

項   目

 水使用量



環 境 経 営 計 画 の 取 組 結 果 と そ の 評 価 
 

次 年 度 の 環 境 経 営 計 画 

今年度の取り組み 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画 

 ■ 原単位目標【 2018年度の -4％ 】 ○ 

 （ 電力・都市ガス使用量の削減コメントに同じ ） 

 【 1 】二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 削 減 

【 2 】電 力 使 用 量 の 削 減  

今年度の取り組み 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画 

 ■ 原単位目標【 2018年度の -4％ 】 ○  ・実数量目標には若干届かなかったが、原単位目標は達成できた。 
 
 

 ・「エアコンの適正な温度設定」や「こまめな消灯」に関しては、 
  環境委員会や朝礼等で定期的に呼びかけていることもあって、 
  全従業員が節電意識を高く持って、積極的に取り組んでくれて 
  いると感じる。今後も引き続き呼びかけていく。 
 

 

 ・2023年度は、基準年度を2022年度に変更し、その「-1％」を 
  目標に取り組んでいく。 

 ■ 自動調光器への切り替え（施設管理課） ○ 

 ■ エアコンの適切な温度設定（全従業員） ○ 

 ■ こまめな消灯（全従業員） ○ 
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環 境 経 営 計 画 の 取 組 結 果 と そ の 評 価 
 

次 年 度 の 環 境 経 営 計 画 
 【 3 】都 市 ガ ス 使 用 量 の 削 減 

【 4 】産 業 廃 棄 物 量 の 削 減  
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今年度の取り組み 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画 

 ■ 原単位目標【 2018年度の -4％ 】 〇  ・相変わらずガス使用量は多いが、原単位目標は達成した。 
 

 ・ここ数年、ガス使用量が増加している原因については未だ特定できてい 
  ないが、環境委員会で呼びかけながら、今後の推移を注視していきたい。 
 

 ・万が一「ガス漏れ」が原因であれば危険であるため、異常や異臭を感じ 
  た時は早急に対応できる体制を整える必要がある。 
 

 ・2023年度は、基準年度を2022年度に変更し、その「-1％」を目標に取 
  り組んでいく。 

 ■ 製造起因によるロットアウトの削減     
              （第一製造課） 

○ 

 ■ ボイラー稼働時間の記録 
        （第一製造課・施設管理課） 

○ 

 ■ ボイラーの管理（施設管理課） ○ 

  

今年度の取り組み 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画 

 ■ 原単位目標【 2018年度の -2％ 】 ×  ・2月の監査前後の片付け等々の理由により、産廃業者への回収依頼頻度 
  も高くなり、実数量・原単位目標は未達成となった。 
 

 ・今後も定期的に工場内を整理整頓する時期があるかもしれないが、環境 
  委員会や朝礼等で全従業員に「製造起因によるロットアウトの削減」や 
  「分別強化」を促しながら目標値を目指していく。 
 

 ・年度途中で目標値の再設定が必要になるかもしれないが、一旦、 
  2023年度は、基準年度を2022年度に変更し、その「-1％」を目標に 
  取り組んでいく。 

 ■ 製造起因によるロットアウトの削減              
           （第一・第二製造課） 

○ 

 ■ 分別の推進（ＥＨＳ事務局） ○ 

 ■ 分別の強化（全従業員） ○ 



環 境 経 営 計 画 の 取 組 結 果 と そ の 評 価 
 

次 年 度 の 環 境 経 営 計 画 
 【 5 】一 般 廃 棄 物 量 の 削 減 

【 6 】水 使 用 量 の 削 減  
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今年度の取り組み 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画 

 ■ 原単位目標【 2018年度の -3％ 】 ○ 
 ・実数量目標は未達成となったものの、原単位目標は達成できた。 
 

 ・今後、分置倉庫の有人化や城北工場の閉鎖により、従業員数が 
  少しずつ増加していく予定であるため、引き続き、環境委員会 
  や朝礼等で全業員に「分別強化」や「無駄な廃棄物の削減」を 
  促しながら、できる限りの廃棄物の削減に努めたい。  
 

 ・2023年度は、基準年度を2022年度に変更し、その「-1％」を 
  目標に取り組んでいく。 

 ■ ロンドレーション・トレー・仕切板など 
  厚紙類のリサイクル（第一・第二製造課） 

○ 

 ■ 分別の推進（ＥＨＳ事務局） ○ 

 ■ コピー枚数の削減（全従業員） ○ 

 ■ コピー済用紙の裏面利用（全従業員） ○ 

 ■ 分別の強化（全従業員） ○ 

今年度の取り組み 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画 

 ■ 原単位目標【 2018年度の -2％ 】 ○  ・実数量目標には若干届かなかったが、5月に受水槽のオーバーフローが 
  改善されて以降、右肩下がりに目標数値に近付いていき、最終的には 
  原単位目標を達成することができた。 
 

 ・今回の件は、施設管理課がたまたま休日出勤していたからこそ異変に 
  気付くことのできた事象である。休日出勤時にこそ点検すべき項目を 
  洗い出した点検記録書を作成、確認していくことも得策かもしれない。 
 

・ 2023年度は、基準年度を2022年度に変更し、その「-1％」を目標に 
  取り組んでいく。 

 ■ 製造起因によるロットアウトの削減     
              （第一製造課） 

○ 

 ■ 漏水有無の点検（施設管理課） ○ 

 ■ 水圧の制御（施設管理課） ○ 

 ■ 節水の推進（ＥＨＳ事務局） ○ 

 ■ 節水の強化（全従業員） ○ 



環 境 経 営 計 画 の 取 組 結 果 と そ の 評 価 
 

次 年 度 の 環 境 経 営 計 画 
 【 7 】そ の 他 

 機 械 の メ ン テ ナ ン ス  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

取組結果とその評価、次年度の取組計画 

施設管理課は、ボイラー用水が軟水であることを日常点検にて確認し、故障リスクを回避 
 

している。製造部は定期的なオーバーホールにより、老朽化リスクを低減している。 
 

次年度も引き続き「機械のメンテナンス」を強化する。 

工 場 と 分 置 倉 庫 間 に お け る 輸 送 頻 度 の 最 適 化  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

取組結果とその評価、次年度の取組計画 

生産管理部は、生産管理部管轄のものだけでなく、他部署からの倉庫移動依頼分も踏まえて 
 

「トラック輸送予定表」を作成・運用することで、運送業者に委託する分置倉庫への輸送頻 
 

度を最適化している。次年度も引き続き、間接的ではあるものの、車両の使用に伴う二酸化 
 

炭素排出量削減に努める。 
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環 境 経 営 計 画 の 取 組 結 果 と そ の 評 価 
 

次 年 度 の 環 境 経 営 計 画 
 【 7 】そ の 他 

化 学 物 質 の 適 正 管 理  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

取組結果とその評価、次年度の取組計画 

品質管理部は毎月「化学物質管理記録書」を作成し、運用している。 
 
また、年間の購入量も把握し、無駄な購入がないように管理している。 
 
次年度も引き続き、化学物質の適正管理に努める。 
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製 造 起 因 に よ る ロ ッ ト ア ウ ト 削 減 ※ 件 数 評 価 ※ 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

0 
※前年度

0 

0 
※前年度

0 

0 
※前年度

0 

0 
※前年度

1 

0 
※前年度

1 

0 
※前年度

1 

0 
※前年度

0 

1 
※前年度

1 

1 
※前年度

0 

0 
※前年度

0 

0 
※前年度

0 

0 
※前年度

1 

取組結果とその評価、次年度の取組計画 

昨年度５件に対し、今年度は２件に抑えることができた。１１月発生分は機械の故障による 
 

ものであるため、日常点検を強化し、異常事態にすぐ気付き、対処できるよう努める。 
 

１２月発生分は単純作業ミスによるものであるため。ダブルチェックを強化する。 
 

次年度は０件を目指していく。 



環境関連法規等の違反・訴訟等の有無は以下の通りです。 

法的義務を受ける主な環境関連法規とその遵守状況は以下の通りです。 

志紀工場と大和川 

環 境 関 連 法 規 等 の 遵 守 状 況 の 確 認 及 び 
 

評 価 の 結 果 並 び に 違 反 ・ 訴 訟 等 の 有 無 

適用される法規 適用される事項（ 施設・物質・事業活動等 ） 遵守状況 

廃棄物処理法 一般廃棄物・産業廃棄物・特別管理産業廃棄物 ○ 

高圧ガス保安法 チラーユニット・酸素ボンベ・窒素ボンベ・炭酸ガスボンベ ○ 

騒音・振動規制法 空気圧縮機 ○ 

瀬戸内海環境保全特別措置法 特定施設 ○ 

大気汚染防止法 小型貫流ボイラー ○ 

浄化槽法 浄化槽 ○ 

労働安全衛生法 第一種圧力容器（ 高圧蒸気滅菌機・小型圧力容器 ） ○ 

容器包装リサイクル法 製品の容器包装 ○ 

フロン排出抑制法 業務用冷凍冷蔵庫・業務用エアコン ○ 

家電リサイクル法 テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン ○ 

改正省エネ法 エネルギー使用量・設備の設置・改廃状況の報告 ○ 

違反  無 過去３年間においてありません。 

訴訟 無 過去３年間においてありません。 

関係機関からの指摘・指導 無 過去３年間においてありません。 

環境上の苦情 無 過去３年間においてありません。 

13 志紀工場 



環 境 活 動 の 紹 介 

月に１回、安全衛生委員会と併せて環境委員会を開催しています。 
 

削減目標に掲げた６項目の進捗状況を報告し、未達成となった項目の原因究明や今後の 
 

対策を検討しています。その結果を朝礼やメール、回覧等で展開し、全従業員が同じ 
 

理解のもと環境活動に取り組んでいます。 

志紀工場の仲間に加わる新入社員に向けて、エコアクション２１の概要や、グラフの 
 

見方、ひとりひとりが意識して行ってほしい環境活動（節水・節電・廃棄物分別など） 
 

の説明をしています。 

※ 一部抜粋 

※
 

一
部
抜
粋 
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❷  新人社員教育  

❶  環境委員会  



段ボールだけでなく、厚紙類もリサイクル品として回収してもらっています。 
 

今後も分別を強化し、環境に配慮した事業所として維持・改善に努めて参ります。 

環 境 活 動 の 紹 介 

その他 
厚紙類 

ロンドレーション 
（波型緩衝材） 

厚紙置き場 

地域社会貢献活動の一環として、春と秋に工場周辺の美化活動を行っています。 
 

ポイ捨てされた空き缶やタバコ、ガラスの欠片、伸びきった雑草や枯れ葉など、様々な 
 

ゴミがあって大変ですが、今後も継続して行っていきます。 

❹  地域貢献清掃  
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❸  リサイクル  



環 境 活 動 の 紹 介 

品質管理室では年に１回、薬品漏洩訓練を実施しています。 
 

毎年メンバーを変更しながら、全課員が緊急対応できるように備えています。 

年１回、全従業員を対象に、地震や火災を想定した避難訓練を実施しています。 
 

その際に担架フレスト・消火器・ＡＥＤの取扱方法なども同時に訓練しています。 
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❻  避難訓練  

❺  薬品漏洩訓練  



代 表 者 に よ る 全 体 の 評 価 と 見 直 し・指 示 

 総 括 

 
 ２０２２年度の環境経営計画による取り組みの結果、全６項目のうち、二酸化炭素排出量・電力 
 

 使用量・都市ガス使用量・一般廃棄物量・水使用量の５項目は目標達成となりましたが、産業廃 
 

 棄物量の１項目のみ目標未達成に終わりました。 
 
 目標を達成するための手段をいくつか掲げていますが、特に「製造起因によるロットアウトの削 
  

 減」という取り組みは、環境面はもちろんのこと、当社の生産活動にも有益な活動であります。 
 
 ２０２３年度は「分置倉庫の有人化」や「城北工場の閉鎖」を控えており、最終的に志紀工場の 
 

 従業員数は１００名近くまで増加する見込みであります。人数が増えても変わらず環境活動を維 
 持できるよう、これからも環境委員会等で定期的に意識付けを行い、組織力の強化を図ってまい 
 ります。 
 
 目標数値に関して、２０２３年度からは基準年度を見直し、全６項目２０２２年度の「－１％」 
 

 を達成できるよう、取り組んでまいります。 
 
  また、今後も地域社会に配慮した事業所であり続けるために、工場周辺の清掃活動等で地域との 
 

 コミュニケーションを図りながら、地域の貢献に取り組んでいくとともに、法規制等の遵守にも 
 

 努めてまいります。 
 

 ２０２３年０７月１３日● 
● 

志紀工場長 矢口 早矢人● 
 ｇｔ 

 項 目 変 更   指 示 事 項  

 環境経営方針 不 要  － 

 環境経営目標・計画 必 要 

 

 ２０２３年度は、基準年度を２０２２年度に変更し、 
 

 その「－１％」を目標に取り組んでいく。 

 実施体制 不 要  － 

17 志紀工場 


